
 　新年あけましておめでとうございます。
　村民の皆さまには、平成 26年の輝かしい新春
を健やかにお迎えのことと心からお慶び申し上
げます。
　また、皆さまからの村政への心温まるご理解、
ご協力に心から感謝を申し上げます。本年も村
民の皆さまと共に、議会との協調・協働を図り、

村政発展のために、しっかりと村政をつかさどる所存でございますので、さらなるご指導、
ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。
　昨年は幸いにして、本村が大きな災害にみまわれる事はありませんでしたが、伊豆大島
での土石流災害、フィリピンでの台風被害等大きな災害が発生した年でした。また、日本
経済はアベノミクス効果で緩やかに回復基調となったと言われていますが、地方の経済に
は恩恵はまだ届いておらず、依然として厳しい状況が続いています。さらに、本村の農業
にも大きな影響を及ぼすＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）の交渉も予断を許さない
状況です。
　一方では、富士山がユネスコの世界文化遺産に正式に登録されたり、2020 年夏季オリ
ンピックが東京で開催されることが決まったりと、明るい未来を感じさせる出来事もござ
いました。
　さらに、今年のＮＨＫ大河ドラマで「軍師官兵衛」が放映されることは、本村にとりま
しても大変喜ばしい出来事でございます。皆さまもご存知の通り、東峰村の特産品である
小石原焼・高取焼は、黒田藩と関わり深い歴史があります。また、松尾城・岩屋神社など
黒田藩との関係が深い遺構もございます。「軍師官兵衛」の放映は、東峰村を紹介する絶
好の機会ですので、出来る限りマスコミへの露出の機会を増やし、「観光立村東峰村」と
して村の活性化に取り組んでいきたいと考えています。
　また、本年は、小石原川ダムの水源地である小石原地域での整備事業が、いよいよ動き
出す年でもあります。事業主体である独立行政法人水資源機構や、所管する国土交通省に
対し、本事業を村の活性化のために最大限活用できるよう交渉し、窯業や高冷地農産物の
振興を図って行きたいと思っています。
　また、宝珠山地区での農業振興につきましても、懸案であるライスセンターの検討や、
より多くの農家の皆さまが、道の駅小石原や、つづみの里などに容易に庭先野菜等の農作
物を出荷できるよう、新しい仕組みづくりを考えてまいります。
　平成 26年度の予算編成におきましては、私がお約束しています ①お年寄りが生活しや
すい環境づくり ②子育て支援 ③農林業・商工業・窯業などの活性化と雇用の創出 ④東峰
村を担う人づくり、以上の４項目を重点に、少しでも村民の皆さまの生活の質の向上に資
する予算となるように努めてまいります。
　厳しさの中にも皆さま方と共に、健康と笑顔にあふれる一年となりますことを願い、夢
と希望を抱いて「基礎自治体として自主自立した東峰村づくり」を着実に進めていくこと
を決意し、皆さま方のますますのご発展とご健勝、ご多幸を心からご祈念申し上げ、新年
のごあいさつといたします。
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　新年明けましておめでとうございます。
　村民の皆様には、輝かしい平成 26年の新春をお迎
えのことと心からお慶び申し上げます。
　平素より村議会に対し深いご理解とご協力を賜り
心から感謝申し上げます。
　本年は、私ども議員の改選の時期ではあります
が、議員一同、村民の福祉の向上と村の発展のた
め更に尽力いたしますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。
　さて、本村の昨年を振り返ってみますと、まず議会は昨年の 3月議会で議会基本条例を
制定いたしました。議会は、これまで村長等が行なう事務事業の執行について監視及び評価
をするとともに、様々な政策提言を行なってまいりましたが、議会には規範となる条例が制
定されていなかったため、約3年をかけ議会基本条例を制定いたしました。この条例は議会、
議員に対する監視及び評価の条例であり、地方分権改革が一層進み、議会の存在意義も従前
にも増して大きくなっておりますので、議会、議員の資質向上のためにも必要な条例であり
ました。
　次に、村政では 4月と 10月に村長選、議員補欠選挙があり、澁谷村長と４名の新しい議
員が誕生いたしました。景気の動向では、平成 24 年 12 月 26 日に発足した第二次安倍内
閣は経済政策（アベノミクス）を打出しましたが、地方にはまだその恩恵は到達いたしてお
りません。農業分野での、ＴＰＰ問題は非常に注目するところであります。昨年妥結はいた
しませんでしたが、今年、どのように進められていくのか、どのように妥結するのか、関心
の高い政治交渉であります。中山間地域の本村では、この妥結内容しだいでは、苦しい農政
になると思われます。
　その他に、明るい話題もありました。東峰学園小学部の片岡凜太郎君、福嶋慶記君、森山
太夢君が神奈川県での全国小学生陸上競技大会に福岡県代表として出場したことです。小さ
な学校から３名も出場したことは誇らしく思いました。また、2020 年の東京オリンピック
開催が決まったことも明るい話題でありました。
　さて、本村の事業でありますダム事業の完成は平成 31年度を予定されております。ダム
事業は決定をされておりますので、計画に沿って事業が進められてまいりますが、村の問題
に対する村政を、今後どのように進めていくのかがこれからの課題であります。行財政改革
の、財政の安定化は勿論でありますが、村の問題は人口減少、高齢化であり、少子化であり
ます。村民が安心して暮らせる村づくりには、農林商工業、窯業の振興、少子高齢化対策、
医療、福祉、介護、子育て、地域振興などの社会教育を更に進めて行かなくてはなりません。
　もう一つの懸念は道州制であります。道州制は基礎自治体規模を 10万人とも、20万人
とも言われ検討がなされております。仮に道州制が導入されたとしても地域は変わりません
が、自分達のことは自分達でやれるような「住民自治組織」が必要となるかも知れません。
その事が今後の研究課題でもあります。先を考え、施策を立てるのが行政であり、また立法
を担っている議会の責務でもあります。議会は、議会の果たすべき役割と責任を自覚し、村
民の皆様に信頼される議会を目指してまいります。
　今後とも村当局と互いに協力しあい、協働で村政進展に向け、全力を傾注いたす所存でご
ざいますので、東峰村議会に対しまして格段のご理解と、ご協力をお願い申し上げます。
　本年が皆様にとって最良の年となりますことを祈念申し上げ、新年のあいさつといたします。
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保・小中一貫　　　　　　　　　　　　　　　

■持久走・マラソン大会
　12月17日（火）東峰学園おいて、美星保育所、小石原保育園、東峰学園小学部・中学部の持久走・
マラソン・駅伝大会が行われました。当日は、曇っていましたが午前中は雨も降らず、保育所・小学部
全員による、練習から始りました。保育所の園児は小学5年生が伴走し、応援してくれるお兄ちゃんお
姉ちゃんと楽しそうに運動場を走りました。
　小学部は低･中･高学年に分れ運動場～いぶき館駐車場～村道～運動場のコースを走りました。どの
学年も一生懸命頑張り、練習の成果を発揮していました。
　中学部は、マラソンと駅伝でした。コースは小学部と同じでしたが、さすが中学部、あっという間に帰っ
てきました。駅伝は４組６区で行われました。とても寒かったのですが保護者の熱い応援もあり、みん
な頑張りました。（裏表紙に写真を掲載しています）

源流地域の自然環境の保護を啓発　　　　　

■筑後川源流の碑建立
　12月1日（日）小石原焼伝統産業会館で「筑後川源流の
碑」建立の除幕式が行われました。これは筑後川源流プロ
ジェクト会議が筑後川を核とした地域振興、自然環境保護
のシンボルとなるよう建立しており、大分県九重町、日田市
上津江、熊本県南小国町に続き福岡県で最初の建立となります。
　また筑後川のめぐみで育つ都市圏の子ども達も参加し、小石原焼伝統
産業会館で絵付け体験、東峰村ツーリズム協会による行者の森の説明を
聞き自然のめぐみ・大切さを学習しました。
　源流域に住む私達もこの自然環境を大切に守っていきたいですね。

おらが村の

ニュース＆トピックス

5 年生・7年生がつきました　　　

■東峰学園餅つき
　12月3日（火）東峰学園で毎年恒例行事の餅つきが行わました。今年はもち米が豊作でしたので、
5年生と7年生、先生と地域の方と保護者の協力でたくさんの丸餅が出来ました。このお餅は5年生が
お手紙を書いて袋に入れ、中学生がお年寄りの家庭に配りました。子ども達の心のこもったお餅はいか
がでしたか。

１，２，３、１，２，３、おいしいおもちになぁれ▲ まるくならないなぁ　　　▲たくさんできました▲
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お知らせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■高倉健さんよりお礼状が届きました

おらが村の

ニュース＆トピックス

17（金）広域連合朝倉支部運営委員会

18（土）朝倉地域人権・同和教育研究会

22（水）同推協理事・幹事会

28（火）県介護保険広域連合定例会

澁 谷 村 長

1月

12（水）甘木・朝倉三井環境施設組合協議会

1 月 16 日～ 2月 15 日の動き

2月

※村長の行動記録からいくつかを
　抜粋し、紹介したものです。

　映画俳優の高倉健さんが、この度文化勲章を受章され、村から祝電をお送りしたところ、ご本人から
お礼状と記念品 (ボールペン）をいただきましたのでお知らせいたします。
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